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特
　
集

Tow
n

ReportSpecial

タ
ウ
ン
レ
ポ
ー
ト

ス
ペ
シ
ャ
ル18名の

町議会議員決まる

投票率は79.33％
任
期
満
了
（
９
月
30
日
）
に
伴
う
玉
城

町
議
会
議
員
選
挙
は
９
月
21
日
告
示
さ

れ
、
定
数
18
人
に
対
し
現
職
14
人
、
元
職

１
人
、
新
人
６
人
が
立
候
補
の
届
出
を
行

い
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
26
日
選
挙
が
行
わ
れ
、
今

後
４
年
間
の
町
政
を
託
す
議
員
18
人
が
決

定
し
ま
し
た
。

選
挙
当
日
の
有
権
者
数
は
１
万
９
４
５

人
で
、
町
内
４
カ
所
の
投
票
所
で
午
前
７

時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
投
票
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
結
果
、
投
票
率
は
79
・
33
％
と
な

り
、
前
回
平
成
７
年
と
比
べ
１
・
26
％
下

回
り
ま
し
た
。

◆
投
票
区
別
投
票
状
況

当選証書の授与式

開票風景（玉城勤労者体育センター）

投票区
男 女 計

投票率

（地区名）
投票者数 投票者数 投票者数

（％）
当日有権者数 当日有権者数 当日有権者数

1 1,189 1,360 2,549
81.86

（外城田） 1,479 1,635 3,114

2 1,572 1,829 3,401
77.83

（田　丸） 2,092 2,278 4,370

3 650 755 1,405
76.03

（有　田） 878 970 1,848

4 618 710 1,328
82.33

（下外城田） 759 854 1,613

合　計
4,029 4,654 8,683

79.33
5,208 5,737 10,945
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特
　
集

玉
城
町
議
会
議
員
選
挙
結
果

◆
投
票
の
内
訳

選
挙
当
日
の
有
権
者
数
１
０
、
９
４
５
人

投
票
者
数
　
　
　
　
　
　
８
、
６
８
３
人

投
票
率
　
　
　
　
　
　
　
　
　
79
・
33
％

◆
開
票
の
内
訳

開
票
し
た
投
票
総
数
　
　
８
、
６
８
３
票

内
訳
　
有
効
投
票
数
　
　
８
、
５
９
３
票

無
効
投
票
数
　
　
　
　
　
　
　
　
９
０
票

◆
候
補
者
別
得
票
数
（
得
票
順
・
敬
称
略
）

当

小
林
　
　
豊
　
６
０
１
・
６
３
７
票

当

浅
野
　
　
仁
　
５
８
０
　
　
　
　
票

当

奥
野
　
　
忠
　
５
６
８
　
　
　
　
票

当

中
西
　
久
忠
　
５
０
９
　
　
　
　
票

当

小
林
　
一
則
　
５
０
０
・
３
６
２
票

当

中
野
　
　
勇
　
４
９
７
・
７
６
５
票

当

東
谷
　
富
雄
　
４
９
６
　
　
　
　
票

当

鈴
木
加
奈
子
　
４
７
０
　
　
　
　
票

当

野
口
　
　
繁
　
４
４
９
　
　
　
　
票

当

森
岡
　
暢
幸
　
４
３
２
　
　
　
　
票

当

池
之
山
公
一
　
４
１
８
　
　
　
　
票

当

中
野
　
由
雄
　
４
０
２
・
２
３
４
票

当

吉
田
　
利
雄
　
３
８
３
　
　
　
　
票

当

出
崎
　
正
雄
　
３
６
６
　
　
　
　
票

当

川
北
　
　
稔
　
３
４
９
　
　
　
　
票

当

尾
崎
　
幸
滋
　
３
３
７
　
　
　
　
票

当

高
木
　
市
郎
　
３
２
４
　
　
　
　
票

当

高
畑
　
友
一
　
３
１
５
　
　
　
　
票

中
川
　
雄
二
　
２
９
４
　
　
　
　
票

村
木
　
城
士
　
２
４
８
　
　
　
　
票

福
本
　
　
登
　
　
５
３
　
　
　
　
票

f 中西　久忠 (65)
無所属　　現

３回　

下田辺

e 中野　　勇 (51)
無所属　　新

初　

原

d 東谷　富雄 (49)
無所属　　新

初　

勝田

c 出崎　正雄 (59)
無所属　　現

５回

宮古

b 池之山公一 (57)
無所属　　現

２回　

玉城苑

a 高木　市郎 (63)
無所属　　新

初　

茶屋

l 鈴木加奈子 (60)
日本共産党　現

７回　

長更

k 尾崎　幸滋 (68)
無所属　　元

６回　

蚊野茶屋

j 奥野　　忠 (66)
無所属　　現

２回　

南新町

i 吉田　利雄 (66)
無所属　　現

６回　

長更

h 小林　一則 (60)
無所属　　現

２回　

蚊野

g 浅野　　仁 (62)
無所属　　現

５回　

殿町

r 野口　　繁 (67)
無所属　　現

７回　

小社

q 小林　　豊 (32)
無所属　　現

２回　

中楽

p 高畑　友一 (52)
日本共産党　　新

初　

玉城苑

o 川北　　稔 (67)
無所属　　現

３回　

上玉川

n 森岡　暢幸 (53)
無所属　　新

初　

原

m 中野　由雄 (61)
無所属　　現

３回　

山神

新 議 員 紹 介
届出順、氏名、年齢
所属政党、新・元・現
当選回数
集落名　　　　敬称略
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まちの話題Town Report

タウンレポート

町
民
み
ん
な
が
泳
げ
る
よ
う
に
な

り
、
古
泳
法
「
小
池
流
」
を
伝
承

し
よ
う
と
、
玉
城
水
練
場
が
再
開

さ
れ
今
年
で
３
年
目
を
迎
え
ま
す
。

毎
年
小
中
学
生
の
夏
休
み
期
間

を
利
用
し
、
７
月
21
日
か
ら
８
月

22
日
の
１
ヶ
月
間
保
存
会
会
員
が

交
代
で
指
導
に
あ
た
り
、
泳
げ
な

い
子
ど
も
た
ち
に
は
平
泳
ぎ
や
ク
ロ

ー
ル
の
泳
法
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
上

級
者
に
は
カ
モ
メ
泳
ぎ
な
ど
の
古
泳

法
を
伝
授
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
再
開
後
最
高
の
73
名

の
参
加
者
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
上

級
合
格
の
３
人
が
見
事
卒
業
し
ま

し
た
。

伝
承
古
泳
法
「
小
池
流
」
玉
城
水
練
場

今
年
は
３
人
が
卒
業

10
月
10
日
体
育
の
日
、
町
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
44
回
町
民
体
育

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
競
技
は
午
前
９
時
30
分

の
開
会
式
の
後
、
全
員
で
ラ
ジ
オ

体
操
を
行
い
、
老
人
会
メ
ン
バ
ー

ら
が
参
加
す

る
「
大
玉
こ

ろ
が
し
」
、

保
育
所
園
児

ら
の
「
風
船

で
遊
ぼ
う
」

な
ど
16
種
目

が
行
わ
れ
ま

し
た
。

な
か
で

も
、
職
域
や

地
区
の
代
表

ら
で
参
加
す

る
「
ジ
ャ
ン

ボ
な
わ
と

び
」
や
「
つ

な
ひ
き
」
で

は
、
応
援
の

歓
声
が
飛
び

交
い
、
秋
晴

れ
の
下
た
く

さ
ん
の
町
民
が
ス
ポ
ー
ツ
を
満
喫
し

ま
し
た
。

種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
に
秋
を
満
喫

第
44
回
町
民
体
育
祭

12

1ヶ月間の練習を終え、修了証が手渡された

ゴールに向かって一直線



4 城あとに夢を築くまちたまき 1999- 11

撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
”家
族
の
健
康
が
あ
っ
て

こ
そ
“
と
言
葉
を
弾
ま
せ
、
つ
な

の
玄
孫
を
抱
え
た
笑
顔
が
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。

＊
玄
孫
は
通
称
「
や
し
ゃ
ご
」
と

よ
ば
れ
、
図
解
す
る
と
次
の
よ
う
な

関
係
に
な
り
ま
す
。

◆ C O L U M N ◆

玉城町長

玉
城

春
秋
Mayor's Column

菊の香薫ると申し上げると秋の玉城町戦没者慰霊

祭が私の脳裏に浮かびます。遺族であり菊の生産者

であります、中角区の角谷さんの好意で千本におよ

ぶ白と黄色の菊生花で祭壇を飾り、戦没者の霊柱を

安置して町内各界のご参列をいただき、玉城町の恒

久平和と閣各の霊安らかんことを祈り挙行されたと

ころであります。

町主催による慰霊祭を挙行して５回目であります

が、今わが国は社会の諸般の情勢から国旗国歌を法

制化してまいりました。私が申し上げる町主催の本

意は戦没者の御霊安らかんことを祈るのはもちろん

でありますが、異国の地で散華されし方々のわが故

郷への思いを、今町に住む人々が大切にしたいから

であります。それほどに生まれ育った故郷への思

い、生死を界とするときに思う故郷への郷愁、家族

への愛別。平和を念ずればこそ町主催で慰霊祭をお

願いしているとこであります。各位のご参列を賜り

厚くお礼申し上げます。

【アスピア玉城に望むこと】

この広報たまきがご家族にお届けできる頃、「ア

スピア玉城」の完成式を挙行いたします。

４年の歳月を要しましたが、完了させていただく

ことができました。ご支援感謝申し上げます。

ウルグアイラウンド農村農業振興事業中山間施設

として国県の支援をいただき進めてまいりました。

温泉入湯者数も開設から現在30万１千人と順調で

あります。子どもたち、若者を対象としたマウンテ

ンバイク道もご利用いただいているところでありま

す。森林浴も楽しんでいただけますし、来場すれば

家族みんなで楽しめる施設がアスピア玉城へ望むと

ころであります。

【長寿健康を願いつつ】

さて、2000年間近、急激な変化のなか町行政も

西暦2000年対策で遺漏のないよう注意いたしており

ます。

今、介護保険の受付が始まりました。しかし最も

大切なことはみんなが健康で長寿が基本でありま

す。長野県では日本一長寿県で医療費の一人当た

りが最も低く、介護保険料も長寿健康のため低いと

のことであります。玉城町もそうありたいものです。

秋も深まります、健康にご留意いただきご活躍を

念じております。

10月17日　町長室にて記

先
月
、
中
瀬
町
長
が
99
歳
（
白

寿
）
を
迎
え
ら
れ
る
お
宅
を
訪
問

し
、
長
寿
の
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。

そ
の
際
、
山
口
つ
な

（
朝
久

田
）
宅
に
は
、
つ
な

の
孫
の
孫

に
あ
た
る
「
玄
孫
」
が
居
ら
れ
る

こ
と
を
聞
き
、
ご
家
族
と
一
緒
に

白
寿
を
「
玄
孫
」
と
お
祝
い

朝
久
田
の
山
口

本　 人

①　　子

②　　孫

③　曽　孫

④　玄　孫

⑤　来　孫

→
→

→
→

●今年の成績（敬称略）

【中級合格】

中川　綾華（有）田畑　雄輝（田）

油家　宏充（外）中西　洋介（田）

伊藤　嘉丈（田）佐田　雄一（下）

木下　圭子（田）奥野　弘竜（田）

土岐　直也（田）北岡　剛典（有）

乾　紗矢香（田）西山　　愛（田）

辻　　華奈（田）奥野　京佑（町外）

東　　貴哉（下）中川　　周（有）

佐古　和也（田）小林　拓郎（田）

板谷　圭太（田）奥野　大輔（田）

下村　　尚（田）坂谷　晴加（外）

岸本　雪見（田）

【上級合格】

広　　遙太（田）村瀬　裕哉（田）

石川　奈央（有）

（田）：田丸、（外）：外城田、

（有）：有田、（下）：下外城田の

各小学校の略称。

【短距離泳：100㍍】

原　　翔一（田）大崎あゆみ（外）

中出やよい（外）糸島　　光（有）

【初級合格】

中川　剛志（田）世古　真倫（下）

大島　慶之（外）中北美寿希（外）

岡山　朋寛（有）石川　隼希（有）

間宮　健人（有）岩崎　聖弥（下）

亀田　裕也（田）藤野　祐摩（田）

浜田　　峻（田）松本　将和（田）

田畑　直輝（田）角　　裕美（外）

山口　真衣（外）松田　真有（外）

大藪　崇純（有）糸島　志帆（有）

野口　華鈴（下）小暮　直也（田）

松田　　涼（田）前川　浩紀（田）

中野　雄介（田）加藤あずさ（田）

大滝　由季（田）北出　理奈（田）

油家　由佳（外）内田　有香（外）

中西　桃子（外）飯島　　理（有）

見並　芳記（下）大西　諒弥（田）

尾納　知果（田）浜田　祐未（田）

長田明日香（田）松本　好実（田）

藤原　愛尾（外）杉原千代子（外）

見並　誠也（外）

玉城水練場

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん
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（
度
会
Ⅰ
部
介
護
保
険
事
務
組
合
と
玉
城
町
の
間

に
お
け
る
介
護
保
険
事
務
の
委
託
に
関
す
る
規

約
）10

月
１
日
か
ら
要
介
護
認
定
申
請
の
受
付
な

ど
が
始
ま
る
こ
と
に
よ
り
、
当
町
と
事
務
組
合

と
の
間
で
委
託
事
務
等
を
定
め
た
規
約
を
承
認

し
受
託
す
る
必
要
が
生
じ
、
地
方
自
治
法
の
規

定
に
よ
り
９
月
15
日
専
決
処
分
し
、
議
会
の
承

認
を
得
た
も
の
で
す
。

▼
三
重
県
市
町
村
退
職
手
当
組
合
を
組
織
す
る

市
町
村
等
数
の
増
減
及
び
名
称
変
更
に
伴
う
三

重
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て

県
内
に
お
け
る
広
域
連
合
の
結
成
に
伴
い
、

７
団
体
の
加
入
申
請
、
２
団
体
の
名
称
変
更
、

１
団
体
の
削
除
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
三

重
県
市
町
村
職
員
組
合
退
職
手
当
組
合
規
約
の

一
部
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

▼
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

小
林
　
豊
　
氏
を
監
査
委
員
と
し
て
推
薦
し

同
意
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
長
期
に
わ
た
り
町
議
会
議
員
と
し
て

ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
中
西
一
男
氏
が
勇
退
さ
れ

ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

●
議
長
・
副
議
長
を
決
め

第
12
期
町
議
会
始
動

町
議
会
議
員
選
挙
後
、
最
初
の
議
会
が
10
月

５
日
、
開
会
さ
れ
、
第
12
期
町
議
会
発
足
の
た

め
の
議
員
構
成
な
ど
を
決
め
、
本
格
的
に
始
動

し
は
じ
め
ま
し
た
。

開
議
に
先
立
ち
、
中
瀬
町
長
が
選
挙
戦
を
勝

ち
進
ん
で
こ
ら
れ
た
議
員
諸
氏
に
お
祝
い
の
言

葉
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
一
層
の
協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
つ
づ
き
、
議
長
・
副
議
長
の
選
出
が

行
わ
れ
、
議
席
の
指
定
、
常
任
委
員
会
委
員
等

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

●
議
長

浅
野
　
仁

●
副
議
長

小
林
一
則

●
常
任
委
員
会（

◎
は
委
員
長
　
○
副
委
員
長
）

◆
総
務
財
政
委
員
会

◎
奥
野
　
忠
　
　
　
○
森
岡
暢
幸

鈴
木
加
奈
子
　
　
　
池
之
山
公
一

浅
野
　
仁
　
　
　
　
中
野
　
勇

◆
教
育
民
政
委
員
会

◎
野
口
　
繁
　
　
　
○
川
北
　
稔

小
林
一
則
　
　
　
　
東
谷
富
雄

高
木
市
郎
　
　
　
　
高
畑
友
一

◆
産
業
建
設
委
員
会

◎
中
西
久
忠
　
　
　
○
中
野
由
雄

出
崎
正
雄
　
　
　
　
吉
田
利
雄

尾
崎
幸
滋
　
　
　
　
小
林
　
豊

◆
議
会
運
営
委
員
会

◎
川
北
　
稔
　
　
　
○
中
野
由
雄

奥
野
　
忠
　
　
　
　
野
口
　
繁

中
西
久
忠
　
　
　
　
森
岡
暢
幸

▼
伊
勢
度
会
環
境
衛
生
組
合
議
会
議
員

中
野
由
雄
　
　
　
　
東
谷
富
雄

▼
菊
狭
間
環
境
整
備
施
設
組
合
議
会
議
員

吉
田
利
雄
　
　
　
　
小
林
　
豊

▼
伊
勢
広
域
清
掃
組
合
議
会
議
員

鈴
木
加
奈
子

▼
南
勢
広
域
斎
場
組
合
議
会
議
員

中
西
久
忠
　
　
　
　
池
之
山
公
一

▼
伊
勢
度
会
農
業
共
済
事
務
組
合
議
会
議
員

野
口
　
繁
　
　
　
　
中
野
　
勇

▼
度
会
Ⅰ
部
介
護
保
険
事
務
組
合
議
会
議
員

浅
野
　
仁
　
　
　
　
川
北
　
稔

議
会
構
成
が
決
定
さ
れ
た
あ
と
、
次
の
議
案
３

件
が
上
程
さ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

魅力ある
町づくり

平成11年 第６回玉城町議会臨時会………

なるほど
レポート

Naruhodo
Report
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城
町
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
西
暦
２
０
０
０
年
問
題
対

策
本
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
部
局
に
お

い
て
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
取
扱
主
任
者
」
や
「
Ｏ

Ａ
化
推
進
委
員
会
」
が
、
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

特
に
、
住
民
生
活
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
す

「
水
道
給
水
」
に
関
し
て
は
、
一
部
に
マ
イ
コ
ン

チ
ッ
プ
を
組
み
込
ん
だ
機
器
も
あ
り
ま
す
が
、

日
付
を
デ
ー
タ
と
し
て
持
つ
シ
ス
テ
ム
は
あ
り

ま
せ
ん
し
、
も
し
停
止
し
た
場
合
に
も
手
動
に

切
り
替
え
稼
働
で
き
る
こ
と
か
ら
ほ
ぼ
問
題
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
諸
証
明
な
ど
を
発
行
す
る
窓
口
業
務
」
に

関
し
て
は
、
現
在
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
基
本
シ

ス
テ
ム
が
対
応
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
日
頃
の

業
務
の
改
善
と
あ
わ
せ
11
月
１
日
か
ら
新
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
業
務
上
で
使
用
さ
れ
て
い
る
各
シ

ス
テ
ム
に
関
し
て
も
現
在
調
査
を
行
い
情
報
収

集
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
不
足
の
事
態
に
備
え
、
来
年
１
月
１

日
に
は
担
当
者
が
動
作
確
認
を
行
い
、
万
全
の

態
勢
を
整
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
詳
し
い
情
報
は

「
県
政
だ
よ
り
」
10
月
号
に
も
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
第
13
回
文
化
協
会
芸
能
発
表
大
会

町
文
化
協
会
主
催
に
よ
る
芸
能
発
表
大
会
は
、

今
年
で
13
回
目
を
迎
え
ま
す
。
大
会
に
は
14
団

体
が
出
場
し
、
日
頃
の
成
果
を
発
表
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

11
月
６
日
（
土
）
午
前
11
時
開
演

▼
場
所

改
善
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル

▼
入
場
料

無
料

●
第
25
回
町
創
作
美
術
文
化
展

生
涯
学
習
講
座
生
徒
の
作
品
を
は
じ
め
、
地

域
で
活
躍
し
て
み
え
る
一
般
の
方
々
の
作
品
を

一
堂
に
展
示
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ

さ
い
。

▼
日
時

11
月
６
日
（
土
）
・
７
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
場
所

玉
城
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
映
画
会

文
化
祭
２
日
目
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
映
画
会
を
開

催
し
「
１
０
１
」
を
上
映
い
た
し
ま
す
。
本
物

の
ダ
ル
メ
シ
ア
ン
犬
た
ち
が
カ
ッ
コ
よ
く
、
カ
ワ

イ
く
駆
け
回
り
ま
す
。
毛
並
み
に
み
が
き
を
か

け
て
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
家
族
、
お

友
達
と
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

▼
日
時

11
月
７
日
（
日
）
午
後
１
時
開
場

午
後
１
時
30
分
上
映
開
始

▼
場
所

改
善
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル

▼
入
場
料

お
と
な
５
０
０
円
　
こ
ど
も
２
０

０
円
（
チ
ケ
ッ
ト
は
改
善
セ
ン
タ
ー
で
発
売
し

て
い
ま
す
）

文
化
祭
に
関
す
る
詳
し
い
こ
と
は
、
町
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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西
暦
２
０
０
０
年
に
な
る
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

が
誤
動
作
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き

起
こ
す
と
い
わ
れ
て
い
る
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
西

暦
２
０
０
０
年
問
題
」。

玉
城
町
で
も
そ
の
対
策
や
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

●
「
西
暦
２
０
０
０
年
問
題（
Ｙ
２
Ｋ
）」
と
は

会
社
や
学
校
、
病
院
、
家
庭
と
、
今
で
は
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
は
私
た
ち
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
が
で
き
た
頃
は
、
性
能
も
今
よ
り
随
分
劣
り
、

こ
の
解
消
策
と
し
て
処
理
能
力
を
上
げ
る
た
め
、

少
し
で
も
デ
ー
タ
量
を
減
ら
す
こ
と
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
西
暦
年
を

４
桁
か
ら
下
２
桁
に
し
、
本
来
で
あ
れ
ば
「
１

９
９
９
」
で
あ
る
も
の
を
単
に
「
９
９
」
と
し

ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
２
０
０
０
年
を
迎
え
る
と
「
０

０
」
と
な
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
様
々
な
反
応
を
起
こ
し
、
あ
る
も
の
は
「
１

９
０
０
」
と
判
断
し
た
り
し
て
、
こ
れ
が
原
因

で
世
界
中
の
様
々
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
。
こ

れ
が
「
西
暦
２
０
０
０
年
問
題
（
Ｙ
２
Ｋ
）」

と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。

●
町
の
取
り
組
み
と
現
状

町
で
は
９
月
、
町
長
を
本
部
長
と
す
る
「
玉

玉
城
町
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

西
暦
２
０
０
０
年
問
題

町
総
務
課
公
室

町
Ｏ
Ａ
化
推
進
委
員
会

TEL
（
５
８
）８
２
０
０

文
化
の
祭
典
お
出
か
け
く
だ
さ
い

玉
城
町
文
化
祭
日
程

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

TEL
（
５
８
）６
３
３
１

リハビリ教室
家に閉じこもりがちになっていません
か？寝たきり・寝かせきりになっていな
いでしょうか？加齢とともに身体の機能
は、低下傾向にあります。機能の低下を
防ぐ場、仲間作りの場としてリハビリ教
室をご活用ください。

▼日　時　11月18日（木）・30日（火）
▼時　間　13：30～15：30

▼場　所　町保健福祉会館
▼内　容　健康チェック、軽体操、ゲー
ム、理学療法士・作業療法士による機能
チェック・機能訓練指導など
▼対　象　脳血管疾患、その他の疾病等
により在宅でのリハビリを望む方、必要
とされる方
＊ご希望の方は、町保健福祉会館までお
申し込みください。
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●
ゴ
ミ
の
分
別

不
燃
物
収
集
に
つ
い
て
は
、
現
在
ビ
ン
と
缶

に
分
け
て
収
集
を
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
混
在

し
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
地
区
が
あ
り
ま
す
。

平
成
12
年
４
月
か
ら
ビ
ン
の
色
別
・
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
な
ど
の
分
別
収
集
が
始
ま
る
に
あ
た
り

再
度
分
別
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

ビ
ン
に
つ
い
て
は
、
キ
ャ
ッ
プ
を
取
り
外
し

中
を
洗
浄
し
て
出
し
て
頂
く
よ
う
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

不
燃
物
収
集
日

ビ
ン
類

（
第
１
・
第
３
水
曜
日
）

缶
　
類

（
第
２
・
第
４
水
曜
日
）

ま
た
、
生
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
十
分
な
水
切
を

お
願
い
し
ま
す
。

資
源
ゴ
ミ
の
分
別
方
法
・
収
集
方
法
な
ど
詳

し
い
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
回
の
広
報
か

ら
順
次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
投
棄
券
発
行
の
変
更

平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で

土
曜
・
日
曜
日
・
祝
祭
日
の
発
行
を
中
止
し

ま
す
。
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ゴ
ミ
分
別
の
徹
底
と
投
棄
場
投
棄
券
発
行
の
変
更

町
住
民
課
　
TEL
（
５
８
）８
２
０
２

地
域

安
全
の

窓
●
け
ん
銃
に
関
す
る
情
報
お
寄
せ
く
だ
さ
い

▽
け
ん
銃
を
見
た

▽
け
ん
銃
の
話
を
聞
い
た

▽
け
ん
銃
の
よ
う
な
も
の
を
預
か
っ
た

▽
け
ん
銃
を
作
っ
て
い
る
ら
し
い

▽
け
ん
銃
を
密
輸
入
し
て
い
る
ら
し
い

な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、

け
ん
銃
に
関
す
る
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

銃
器
１
１
０
番
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
TEL
０
１
２

０
・
３
２
・
１
０
７
４
（
三
重
に
銃
な
し
）

●
軍
用
け
ん
銃
発
見
し
た
ら
す
ぐ
届
け
出
て

戦
時
中
の
軍
用
け
ん
銃
や
明
治
時
代
の
許
可

け
ん
銃
が
、
県
内
の
旧
家
や
一
般
の
民
家
な
ど

か
ら
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
け
ん
銃
は
、
現
在
で
も
使
用
可
能

で
大
変
危
険
で
す
の
で
、
発
見
し
た
場
合
に
は

速
や
か
に
最
寄
り
の
警
察
署
、
交
番
、
駐
在
所

ま
で
届
け
て
く
だ
さ
い
。

発
見
し
て
届
け
出
な
い
場
合
は
、
不
法
所
持

と
な
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
他
、
伊
勢
警
察
署
で
は
「
犯
罪
捜
査
」

へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
犯
罪
に
つ

い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
は
積
極
的
に
、
ま
た

「
事
件
か
な
」
と
思
っ
た
と
き
に
は
１
１
０
番
を

お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
伊
勢
警
察
署
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

伊勢警察署
TEL（25）3161

松
阪
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド
で
は
、
第
１

回
「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」（
町
教
育
委
員
会

後
援
）
を
次
の
よ
う
に
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

11
月
21
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
開
演

▼
場
所

改
善
セ
ン
タ
ー

▼
演
奏
曲

マ
ー
チ
、
レ
コ
ー
ド

大
賞
受
賞
メ
ド
レ
ー
、
リ
ン
ゴ
追

分
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ
ド
レ
ー
な
ど

▼
料
金

無
料

詳
し
く
は
、
事
務
局
島
田
利

廣
さ
ん
TEL

０
５
９
８
（
２
９
）

４
６
４
５
、
ま
た
は
丹
羽
直
美

さ
ん
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

松
阪
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド

第
１
回
「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
開
催

事
務
局
　
丹
羽
直
美
さ
ん

TEL
（
５
８
）３
６
２
７

アドレスは
e-mail  tosi-msb@mctv.ne.jp
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こ
の
調
査
は
、
わ
が
国
の
サ
ー
ビ
ス
業
の
事

業
・
活
動
を
行
っ
て
い
る
事
務
所
・
店
舗
・
施

設
の
経
済
活
動
及
び
業
務
の
実
態
を
調
査
し
、

国
や
都
道
府
県
・
市
町
村
の
産
業
の
振
興
等
に

関
連
す
る
諸
施
策
、
雇
用
施
策
、
中
小
企
業
支

援
施
策
等
の
規
格
立
案
の
た
め
の
基
礎
資
料
を

得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

調
査
の
対
象
は
、
全
国
か
ら
選
ば
れ
た
約
35

万
の
個
人
や
企
業
・
団
体
に
対
す
る
技
能
、
技

術
、
知
識
、
情
報
、
労
務
、
施
設
の
提
供
や
、

物
品
の
賃
貸
あ
る
い
は
会
員
に
対
す
る
情
報
の

提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
る
事
務
所
・
店
舗
・
施

設
で
す
。

調
査
の
対
象
に
な
る
事
務
所
・
店
舗
・
施
設

に
は
、
11
月
上
旬
に
調
査
員
が
調
査
票
の
記
入

依
頼
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
町
商
工
振
興
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

た
ま
き
自
然
の
会
（
西
村
　
泉
代
表
）
で
は
、

次
の
よ
う
に
自
然
観
察
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

11
月
13
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分

〜
11
時
30
分

8 城あとに夢を築くまちたまき 1999- 11

今
月
号
は
、
訪
問
調
査
員
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

「
要
介
護
認
定
申
請
の
受
け
付
け
」
が
始
ま

り
ま
し
た
。

10
月
１
日
か
ら
地
区
割
り
を
基
本
と
し
て
要

介
護
認
定
の
申
請
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
し
た
。

町
福
祉
課
に
申
請
を
提
出
さ
れ
ま
す
と
、
訪

問
調
査
員
が
申
請
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
被
保
険

者
へ
お
伺
い
し
、
日
常
生
活
の
動
作
が
ど
の
程

度
で
き
る
か
を
中
心
に
、
85
項
目
に
わ
た
る
設

問
で
調
べ
ま
す
。

介
護
認
定
調
査
は
、
一
定
の
専
門
知
識
を
も

つ
町
・
度
会
Ⅰ
部
介
護
保
険
事
務
組
合
等
の
委

託
を
受
け
た
施
設
や
事
業
者
の
介
護
支
援
専
門

員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
等
に
よ
っ
て
行
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
介
護
保
険
制
度
で
は
代
行
申

請
が
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
町
内
で
は
次
の

と
こ
ろ
で
行
い
ま
す
。

◎
玉
城
町
社
会
福
祉
協
議
会

TEL
（
５
８
）
６
９
１
５

◎
老
人
保
健
施
設
ケ
ア
ハ
イ
ツ
玉
城

TEL
（
５
８
）
３
７
７
０

ま
た
、
施
設
に
入
所
中
の
方
が
申
請
さ
れ
る

場
合
に
は
、
施
設
内
の
専
門
員
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
町
福
祉
課
、
ま
た
は
度
会
Ⅰ
部
介
護
保
険

事
務
組
合
TEL
（
２
０
）
１
２
１
１
ま
で

介
護
保
険
⑦

訪
問
調
査
実
施
中

町
福
祉
課

TEL
（
５
８
）８
２
０
３

11
月
15
日
　

サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査
実
施

町
商
工
振
興
課

TEL
（
５
８
）８
２
０
９

吉
祥
寺
池
周
辺
自
然
観
察
会
開
催

た
ま
き
自
然
の
会
　
西
村
　
泉
さ
ん

TEL
（
５
８
）３
９
０
６

要介護認定の申請受付
【田 丸 地 区】 ～11月15日（月）

【有 田 地 区】11月16日（火）～11月30日（火）

【下外城田地区】12月 1日（水）～12月15日（水）

いずれの期間も土・日・祝祭日を除きます。
また、この期間以降は、随時受付します。

▼
集
合
場
所

改
善
セ
ン
タ
ー

▼
観
察
場
所
お
よ
び
内
容

吉
祥
寺
池
周
辺

（
玉
川
）
の
秋
の
野
草
や
き
の
こ
な
ど
を
ウ
オ
ッ

チ
ン
グ
し
ま
す
。

▼
そ
の
他

雨
天
中
止
、
参
加
費
無
料
、
申
込

み
不
要
。
詳
し
く
は
代
表
の
西
村
さ
ん
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
10
月
１
日
付

住
民
課

近
田
　
成
人
（
財
政
課
）

税
務
課

竹
郷
　
哲
也
（
総
務
課
）

総
務
課

玉
木
　
真
弓
（
総
務
課
公
室
）

玉
城
病
院
病
棟
主
任

長
谷
川
秋
子
（
玉
城
病

院
看
護
婦
）

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

浜
口
　
恭
子
（
玉

城
病
院
看
護
婦
）

玉
城
病
院
准
看
護
婦

糸
川
　
恵
子
（
老
人
保

健
施
設
准
看
護
婦
）

老
人
保
健
准
看
護
婦

辻
　
は
る
み
（
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
）

◆
10
月
12
日
付

住
民
課
長

辻
井
　
清
和
（
水
道
課
長
）

水
道
課
長

松
葉
　
茂
樹
（
住
民
課
長
）

水
道
課
水
道
工
務
員

井
原
　
秀
雄
（
総
務
課

用
務
員
）

◆
10
月
９
日
付
退
職

水
道
係
長

幾
田
　
紘
一

町
職
員
人
事

（

）
内
旧
職
名

いきいきクラブ
▼日　時　11月8日（月）・16日（火）・

22日（月）
▼時　間　10：00～11：30
▼場　所　町保健福祉会館　健康相談室
▼対　象　60歳以上の方（若い方も歓迎

します。）
▼内　容　指体操、簡単なストレッチ体

操など



くらしの情報 11
［広域版・1］

城あとに夢を築くまち たまき 1999-11 9

松
阪
肉
牛
共
進
会
は
昭
和
24
年
を
第
１
回
と

し
て
今
年
で
50
回
目
と
な
り
、
記
念
事
業
「
松

阪
牛
ま
つ
り
」
を
次
の
よ
う
に
開
催
し
ま
す
。

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

11
月
28
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
雨
天
決
行
）

▼
場
所

松
阪
市
中
部
台
運
動
公
園

▼
内
容

・
松
阪
肉
牛
共
進
会
…
日
本
一
を
決
め
る
「
松

阪
牛
審
査
競
り
市
」
の
公
開

・
イ
ベ
ン
ト
…
松
阪
肉
名
店
街
コ
ー
ナ
ー
、
ウ

ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
、
市
町
村
・
Ｊ
Ａ
特
産
品
販
売

コ
ー
ナ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど

詳
し
く
は
、
松
阪
牛
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事

務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

み
え
県
民
文
化
祭
圏
域
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
次
の
よ
う
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時

11
月
６
日
（
土
）

正
午
〜
午
後
３
時
30
分

▼
場
所

伊
勢
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
い
せ

ト
ピ
ア
」

▼
芸
能
発
表
内
容

「
船
越
太
鼓
」「
詩
吟
」

「
官
舎
神
社
の
獅
子
舞
」「
大
正
琴
演
奏
」「
な
ぶ

ら
太
鼓
」「
伊
勢
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド
」

詳
し
く
は
、
南
勢
志
摩
県
民
局
生
活
環
境
部

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

屋
外
広
告
業
を
営
む
事
業
所
に
は
、
定
め
に

よ
り
県
が
実
施
す
る
講
習
会
の
課
程
を
受
講
し
、

修
了
証
書
の
交
付
を
受
け
た
者
ま
た
は
講
習
会

修
了
者
と
同
等
の
資
格
を
持
っ
た
者
を
置
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
の
よ
う
に
屋
外
広
告
物
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
希
望
さ
れ
る
方
は
受
講
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
・
科
目
等

・
11
月
15
日
（
月
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

屋
外
広
告
物
に
関
す
る
法
令
、
表
示
に
関
す
る

こ
と

・
11
月
16
日
（
火
）
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時

屋
外
広
告
物
の
施
行
に
関
す
る
こ
と

▼
場
所

い
ず
れ
も
水
産
会
館
（
津
市
広
明
町
）

料
金
、
申
込
み
に
関
す
る
詳
し
い
こ
と
は
、

南
勢
志
摩
県
民
局
伊
勢
建
設
部
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

松
阪
牛
の
ビ
ッ
グ
な
イ
ベ
ン
ト
開
催

松
阪
牛
ま
つ
り
実
行
委
員
会

TEL
０
５
９
８（
５
３
）４
１
１
７

屋
外
広
告
物
講
習
会
開
催

南
勢
志
摩
県
民
局
伊
勢
建
設
部

TEL
（
２
７
）５
２
２
５

「
第
５
回
み
え
県
民
文
化
祭
」

圏
域
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

南
勢
志
摩
大
会
開
催

南
勢
志
摩
県
民
局
生
活
環
境
部

TEL
（
２
７
）５
１
１
９

税
務

だ
よ
り

●
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
年
末
調
整

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
毎
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス

か
ら
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
額
と
、
１
年
間

の
給
料
総
額
に
対
し
て
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
税
額
（
年
税
額
）
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
ま

せ
ん
。

な
ぜ
な
ら
、
結
婚
や
出
産
な
ど
に
よ
り
年
の

途
中
に
扶
養
親
族
の
数
が
変
わ
る
こ
と
や
、
ま

た
、
生
命
保
険
料
控
除
、
損
害
保
険
料
控
除
な

ど
の
よ
う
に
、
年
末
ま
で
考
慮
さ
れ
な
い
所
得

控
除
も
あ
る
か
ら
で
す
。

そ
こ
で
、
そ
の
年
最
後
の
給
与
等
が
支
払
わ

れ
る
際
に
、
所
得
税
の
過
不
足
額
を
精
算
す
る

手
続
き
が
必
要
と
な
り
、
こ
れ
を
「
年
末
調
整
」

と
言
い
ま
す
。

大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、「
年
末
調
整
」

に
よ
り
そ
の
年
の
納
税
を
完
了
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、「
年
末
調
整
」
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

に
と
っ
て
、
確
定
申
告
に
代
わ
る
大
切
な
手
続

き
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

★
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

１
年
間
の
給
与
収
入
が
２
０
０
０
万
円
を
超

え
る
方
や
、「
給
与
所
得
者
の
扶
養
控
除
等
（
異
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ふるさとの
－人災と天災④－

れきし114

天災の第二は台風被害であった。台風という

言葉がなかった江戸時代には大風・大水・洪水

と書かれ、穂ばらみ期の大風は稲がみのらず、

河川のはんらんは稲田を泥水で埋めた。

天災の第三は疾病流行であった。

享保２年から３年（1718）にかけて疱瘡
ほうそう

が流

行して大勢の人が死んだ。この頃、佐田村氏社

に獅子頭がつくられ、各地に地蔵、石灯ろうが

奉納されている。

その他、記録によると享保16年には麻疹
はしか

、寛

保３年（1743）エキリ、安政６年（1859）コロ

リ（コレラ）、明治19年（1889）にも７月から

９月にかけて勝田町、本町、東原、曽根村にコ

レラが発生したと記される。これは藩記録に断

片的に記録されたものを拾ったもので、記録さ

れていないものもあろう。

町内に残る信仰遺物はほとんど江戸時代のも

のである。どの村も村界に山の神をまつり、30

基の庚申
こうしん

碑があり、山の信仰と結びついた浅間
せんげん

社、火難よけの秋葉社と愛宕社、疫病よけの天

王社がまつられ、地蔵・薬師・観音などの祈り

が込められた。災害を蒙
こうむ

り、疫病に倒れ、不作

に泣いて飢え死んだ村人の悲しい記念碑であり、

自戒して神仏に除災招福の祈りをこめた記念碑

であった。

◎金子延夫著　　玉城町史第三巻より抜書

お詫び

前号の同記事中、「越訴」を“えっそ”と記

していましたが、“おっそ”の誤りでした。

訂正してお詫びいたします。

◆ C O L U M N ◆

動
）
申
告
書
」
を
提
出
し
て
い
な
い
方
な
ど
は
、

年
末
調
整
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
確

定
申
告
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
伊
勢
税
務
署
TEL
（
２
８
）
３
１

９
１
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
健
婦

だ
よ
り

く
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

「
病
気
に
か
か
っ
た
か
ら
治
す
」
で
は
な
く

「
早
期
に
発
見
し
、
生
活
習
慣
病
の
芽
を
つ
み

と
る
」
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

糖
尿
病
や
高
血
圧
、
が
ん
な
ど
生
活
習
慣

病
は
、
初
期
の
段
階
、
つ
ま
り
そ
の
病
気
の

芽
が
出
始
め
る
頃
は
、
ほ
と
ん
ど
の
自
覚
症

状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
気
づ
い
た
と
き

に
は
か
な
り
進
行
し
て
い
た
り
、
な
か
に
は
手

遅
れ
に
な
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

健
診
結
果
を
踏
ま
え
て
ど
の
よ
う
に
生
活

習
慣
を
改
善
し
て
い
く
の
が
よ
い
か
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

町
で
は
、
基
本
健
診
後
の
健
康
・
栄
養
相

談
や
高
血
圧
、
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
な
ど
に

関
す
る
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
詳
し
い
日
時

に
つ
き
ま
し
て
は
、
随
時
本
紙
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

昨
年
の
健
診
結
果
と
比
べ
て
み
て
ど
う
で
し

た
か
？

「
昨
年
よ
り
血
圧
が
高
く
な
っ
た
」「
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
が
高
か
っ
た
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
思
わ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

健
診
の
目
的
は
、
現
在
の
健
康
状
態
を
チ

ェ
ッ
ク
し
、
生
活
習
慣
病
な
ど
の
病
気
を
早
期

に
発
見
す
る
こ
と
、
そ
し
て
も
う
一
つ
は
健
診

結
果
を
参
考
に
生
活
を
改
善
す
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。

し
か
し
、
検
査
結
果
に
一
喜
一
憂
す
る
こ
と

は
あ
っ
て
も
、
そ
の
結
果
を
生
活
改
善
に
生
か

し
て
い
る
人
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
よ
う
で
す
。

健
診
結
果
を
知
る
だ
け
で
は
、
健
診
を
１
倍
に

し
か
活
用
し
て
い
ま
せ
ん
。
検
査
結
果
の
意
味

を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
生
活
改

善
に
つ
な
げ
る
こ
と
、
つ
ま
り
健
診
を
２
倍
活

用
し
て
こ
そ
、
そ
の
後
の
あ
な
た
の
健
康
を
つ

基本健康診査の結果は
いかがでしたか？

健診は受けた後が大切です!!

町
福
祉
事
業
に
と
10
月
７
日
、
三
和

測
量
設
計
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役

大
藪
　
修
　
様
か
ら
３
０
０
万
円
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

善意の窓
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県
立
度
会
養
護
学
校
文
化
祭
開
催

文
化
祭
実
行
委
員
会

TEL
（
６
２
）０
０
０
１

■インターネット
「度会郡ふるさとネットワーク掲示板」

■紀勢町

ネットワーク掲示板には、度会郡内のそれぞれの町村が独自に新鮮な

情報を提供しています。ここを見れば郡内の町や村の最新情報がすぐに

わかります。

原始の不動滝紀勢笠木渓谷10月31日オープン
三重県紀勢町は「海と山が出会うまち」。紀勢町の北部に位置する落差40㍍の雄滝と落差30㍍の雌滝がある
原始の不動滝紀勢笠木渓谷は三重県百景に選ばれるほどの名勝地です。
この滝周辺はこれまで訪れていただいた皆さまの休憩するところもありませんでしたが、平成８年度から
自然を生かした整備を進め、この度概ね完成し、この秋オープンの運びとなりました。
主な施設は、喫茶や軽食、カラオケ、会議等にご利用いただける「もみじ茶屋」・体験ができる「陶芸小
屋」・「炭焼き小屋」などがあり、遊歩道も整備されて、四季折々の美しい渓谷美を楽しむことができます。
またモミジやシャクヤクなどそれぞれの季節を彩る木々、小鳥のさえずりなど自然とふれあう絶好の場所
となりました。皆さまのお越しをお待ちいたしています。
お問い合わせは 商工観光課　TEL 05987-3-3111 e-mail kisei@tcp-ip.or.jp

■二見町
めおとフェスタ・第３回二見ふれ愛マラソン申し込みスタート
11月23日（祝）第３回二見ふれ愛マラソンを開催します。 ふるってご参加ください。
お問い合わせは 企画課　TEL（42）1111 e-mail futami@webmie.or.jp

http://www.ise-ics.co.jp/furusato/度会郡ネットワーク
掲示板アドレス

掲
示
板

「
み
ん
な
で
描
こ
う
楽
し
い
思
い
出
」
を
テ

ー
マ
に
県
立
度
会
養
護
学
校
で
は
文
化
祭
を
開

催
し
ま
す
。

▼
日
時

11
月
21
日
（
日
）

午
前
９
時
10
分
〜
午
後
２
時
40
分

▼
場
所

県
立
度
会
養
護
学
校（
度
会
町
大
野
木
）

▼
催
し
物

児
童
・
生
徒
作
品
の
展
示
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
バ
ザ
ー
な
ど

詳
し
く
は
、
同
校
文
化
祭
実
行
委
員
会
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

三
重
労
働
基
準
局
で
は
、
県
内
で
働
く
ア
ル

バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
労
働
者
等
を
含
む
す
べ
て
の

労
働
者
（
た
だ
し
、
産
業
別
最
低
賃
金
が
適
用

さ
れ
る
労
働
者
は
除
き
ま
す
）
に
適
用
さ
れ
る

「
三
重
県
最
低
賃
金
」
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
正
に
よ
り
、
10
月
１
日
以
降
労
働
者

に
支
払
う
賃
金
は
日
額
５
２
６
０
円
、
賃
金
の

大
部
分
が
時
間
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
者

に
つ
い
て
は
時
間
額
６
５
８
円
以
上
を
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

事
業
所
に
お
け
る
支
払
い
賃
金
額
を
確
認
し

「
最
低
賃
金
額
」
を
下
回
る
こ
と
が
な
い
よ
う
ご

留
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
三
重
労
働
基
準
局
賃
金
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

三
重
県
最
低
賃
金

日
額
５
２
６
０
円
に
改
正

三
重
労
働
基
準
局
賃
金
課

TEL
０
５
９（
２
２
６
）２
１
０
８
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村民にスポーツ精神を育むとともに、健康

の増進を図ることを目的とした村陸上競技大

会が９月12日、玉城村国民運動場で開催され

ました。

各字から18団体が集い、下は18歳から上は

60歳以上までが参加し、20種目の競技で熱戦

を繰り広げました。なかでも50歳男子100ｍで

は12秒8の大会新がでるなど会場をわかせてい

ました。

総合優勝は字糸数が手にし、大会が終わっ

た後もカチャーシー（おどり）で盛り上がっ

ていました。

苦しいけど、うれしいガッツポーズ

◆ C O L U M N ◆

沖縄玉城村発

From Okinawa - Tamagusuku Village

沖縄県玉城村役場　TEL 098（948）7111

玉
城
村
国
民
運
動
会
盛
大
に
開
催

大
会
新
記
録
に
会
場
が
わ
く
！

EVENT GUIDE
「玉城おはなしキャラバン」11月の予定
玉城おはなしキャラバン、11月の予定は次のとおりです。
時間はいずれも午後4時から午後4時30分。
【11月 4日】田丸地区・勝田町公民館
【11月11日】外城田地区・玉城苑公民館
【11月18日】下外城田地区・曽根集荷所
【11月25日】有田地区・上玉川公民館
詳しくは、飯田啓子さんTEL 58-4600へお尋ねください。

年
金

だ
よ
り

生
命
保
険
や
火
災
保
険
の
保
険
料
が
所
得

か
ら
控
除
さ
れ
る
の
は
ご
存
じ
の
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
国
民
年
金
の
保
険
料
も
同
様
に

「
社
会
保
険
料
控
除
」
と
し
て
全
額
が
所
得
か

ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

控
除
対
象
は
、
平
成
11
年
中
に
支
払
っ
た

自
分
の
保
険
料
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
家
族
の
分

を
納
め
た
場
合
も
そ
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
過
去
の
未
納
期
間
や
免
除
期
間
に

つ
い
て
納
め
た
場
合
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

給
与
所
得
の
方
は
「
年
末
調
整
」
の
際
に
、

自
営
業
の
方
は
「
確
定
申
告
」
の
際
に
忘
れ

ず
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
福
祉
課
TEL
（
５
８
）

８
２
０
３
へ

税
金
は
、
私
た
ち
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た

め
の
い
わ
ば
会
費
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
単
に

義
務
と
し
て
税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
な

ぜ
税
金
が
必
要
な
の
か
、
仕
組
み
や
使
い
道
を

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
税
金
展
開
催
】

”暮
ら
し
を
支
え
る
税
“
を
テ
ー
マ
に
税
金
展

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

▼
開
催
日

11
月
13
日
（
土
）
・
14
日
（
日
）

▼
場
所

ラ
ラ
パ
ー
ク
（
伊
勢
市
小
木
町
）

定額保険料　
月　額

1万3300円

付加保険料　
月　額

400円

●控除対象となる保険料（平成11年）

11
月
11
日
〜
17
日
ま
で

「
税
を
知
る
週
間
」
で
す

伊
勢
税
務
署

TEL
（
２
８
）３
１
９
１

国民年金の保険料は
所得から控除されます
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今
月
の
表
紙

◆人の動き（平成11年10月1日現在）
●人口　14,414人（＋23人）

●男　7,063人（＋9人）
●女　7,351人（＋14人）

●世帯数　4,154世帯（＋5世帯）
（ ）は9月1日以降の増減

■玉城町役場 TEL 58 - 8200
FAX 58 - 4494

●総務課 TEL 58 - 8200
●税務課 TEL 58 - 8201
●住民課 TEL 58 - 8202
●福祉課 TEL 58 - 8203
●農林課 TEL 58 - 8204
●建設課 TEL 58 - 8205
●都市計画課 TEL 58 - 8206
●水道課 TEL 58 - 8207
●下水道課 TEL 58 - 8207
●財政課 TEL 58 - 8208
●商工振興課 TEL 58 - 8209
●出納室 TEL 58 - 8210
●議会事務局 TEL 58 - 8211
●教育総務課 TEL 58 - 8212
●社会教育課 TEL 58 - 6331

■玉城病院 TEL 58 - 3039
■老人保健施設 TEL 58 - 3770
（ケアハイツ玉城）
■保健福祉会館 TEL 58 - 8000
■社会福祉協議会 TEL 58 - 6915
■玉城ふれあいの館 TEL 58 - 8800
■ふるさと味工房 TEL 58 - 8686
■夢工房たまき TEL 58 - 7696
■青少年相談センター TEL 58 - 4108
■南勢広域斎場 TEL 28 - 5120
■在宅介護支援センター TEL 58 - 8181

■玉城中学校 TEL 58 - 3057
■外城田小学校 TEL 58 - 2606
■田丸小学校 TEL 58 - 3046
■有田小学校 TEL 58 - 2321
■下外城田小学校 TEL 58 - 3333
■外城田保育所 TEL 58 - 3925
■田丸保育所 TEL 58 - 3077
■有田保育所 TEL 58 - 4411
■下外城田保育所 TEL 58 - 4932

休日・夜間当直室　
158ー8213

み
な
ぎ
る
力

こ
の
時
と
ば
か
り
、
渾
身
の
力
を
こ
め

て
綱
を
引
っ
張
る
姿
に
頼
も
し
さ
を
感
じ

ま
す
。

若
さ
が
目
立
っ
た
今
年
の
運
動
会
で

し
た
。

乳幼児相談
……11月25日（木）
時間　9：30～15：00
場所　町保健福祉会館
対象　生後2ヵ月～3歳までのお子さん
内容　身体計測、離乳食（栄養）や
子育て全般に関する相談
＊母子手帳をお持ちください。

1歳6ヶ月健康診査
……11月17日（水）
受付時間 13：00～13：30
場所　町保健福祉会館
該当児　平成10年2月1日～平成10
年3月31日生まれのお子さん
＊該当児には個人通知いたします。

子育てサークル
………12月7日（火）
時間　10：00～11：30
場所　町保健福祉会館
対象　保育所入所までのお子さん
とその保護者
内容　「おやつ作り」
＊ ご希望の方は、町保健福祉会館
へお申し込みください。

離乳食教室
……11月10日（水）
時間　9：30～12：00
場所　町保健福祉会館
料金　300円
＊ご希望の方は、町保健福祉会館へ
お申し込みください。

基本健康診査後の健康・栄養相談
……11月24日（水）
時間　10：00～15：00
場所　町保健福祉会館
食事は、生活習慣を見直すための
第１歩です。あなたに必要な食生
活習慣を栄養士がアドバイスしま
す。食生活を重点的に知りたい人
はこの機会にご相談ください。

1999.11     N
o.319

健康教育
……11月26日（金）
時間　14：00～16：00
場所　町保健福祉会館
テーマ　「脳卒中・心臓病」
講　師　伊勢消防署職員
内　容　救急時の対応について
＊ご希望の方は町保健福祉会館ま
でお申し込みください。

町税納期のお知らせ
町税などの納期は、期限を守っ

て必ず納めてください。納期は次
のとおりです。

●国民健康保険税
第6期11月30日（火）

お問い合わせは、税務課へ

心配ごと相談
……11月15日（月）
……12月 1日（水）
時間　10：00～15：00
場所　町保健福祉会館
●お問い合わせ先
・・・・町社会福祉協議会

マタニティ教室
……11月 7日（日）
テーマ　妊娠中の栄養・生活について

……11月14日（日）
テーマ　妊婦体験・沐浴実習

時間　13：00～15：30
場所　町保健福祉会館
ご希望の方は、町保健福祉会館へ
お申し込みください。


